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た子宮頸癌症例 30例を対象とした. 年齢は 34～83歳
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樋口 啓子，佐藤 浩央
（群馬県立がんセンター 放射線科）
【背 景】 当院では 2009年 3月に前立腺癌に対する
IMRTを開始し, 55例の照射を終了した.これまでに
行った治療,有害事象について報告する.【対 象】 対
象は前立腺癌の患者 55例, 年齢中央値 73歳 (61～80
歳), 症例は新鮮例, 長期ホルモン単独治療例を含んでい
る.TNM (第 7版)の T分類は T1/2/3/4,23/14/16/1,グ
リソンスコア 6/7/8/9/10, 10/18/13/10/3 PSA中央値 :
19ng/ml(4.2～334.9ng/ml)であった.治療方法は 5門あ
るいは 7門照射とし, 線量は PTV-直腸を Targetとして
D95処方とし,TD64.4Gy/23fr(2.8Gy/fr)で行っている.
また,照射日程は週 3回 (月,水,金曜日) である.【結
果】 急性期有害事象はこれまでに Grade 2 (数回の血




































は 55％だった. また, 価格については妥当と答えた方は
60％だった.反面高価と答えた方は 33％だった.今回の
調査により実際にマンマウエアを導入することにより約
半数以上の方々に喜ばれ使用して頂いている事がわかっ
た.今後も患者様に引き続き推奨してゆき,要望に関し
ても検討して行きたい.
第 44回群馬放射線腫瘍研究会抄録226
